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子孫（ウミノコ）の末まで、しばらく
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（ズ）たふとみ奉るべきことをしれども、天皇を必
（ズ）
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風俗（ナラハシ）を、かしこきことにおもひて、正しき皇國の道をえしらず、今世を照しまします天津日
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（チ）天照大御神にましますことを
信（ウケ）ず、今の天皇、すなはち天照大御神の御子に坐
（シ）ますことを
忘（ワス）れたるにこそ、
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